第89回日本法医学会学術関東地方集会
講演要旨集原稿について

提出期限：2020年9月3日（木）必着


· 2ページ目の「講演要旨」原稿入力例を参照の上、3ページ目の様式を用いて、抄録を作成してください。(1、2ページ部分はファイルから削除して、3ページ目の様式で作成した部分のみを提出してください。)

· フォントはMS明朝 (12ポイント)で入力し、枠内に収まるように字数を調整しください。但し、共同発表者が多く、発表者名欄に収まらない場合に限って、フォントサイズの変更を認めます。

· 新型コロナウィルスの流行状況により、誌上開催になる可能性があります。できるだけ、詳しい記載をお願いします。

· 複数の演題を出される場合、演題は1題ごとに、別々のファイルとして作成し、ファイル名は、それぞれ「所属機関略称・発表者氏名」としてください。

· メールで以下のアドレスに、添付ファイルとして送信してください。


【連絡先・送信先】
〒113-8510　東京都文京区湯島1-5-45
東京医科歯科大学法医学分野
第89回日本法医学会学術関東地方集会事務局
E-mail：legmkanto89-office@umin.ac.jp
事務局担当者：船越











「講演要旨集」原稿入力例


 (
演題番号が入りますので記入しないで
ください
 
) (
法医剖検例における・・・・についての検討
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【目的】　近年、法医剖検例において・・・。そこで我々は法医剖検例の中で、・・。
 ・・・について検討したので報告する。
   【方法】　平成〇〇年から平成××年の間に当教室で施行された法医剖検例・・の    
    中で、死後経過時間が2日以内の310症例（男性189例、女性121例、年齢4〜88
　　歳）について・・・。
【結果と考察】　今回検討した症例の中では、・・・が65例であり、・・・が53例であったが・・・。
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